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【開催日】 令和７年１１月４日（火） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午後２時２５分～午後２時５０分 

【出席委員】 

委員長 恒 松 恵 子 副委員長 中 島 好 人 

委員 穐 本 真 一 委員 武 野 裕 司 

委員 中 村 博 行 委員 福 田 勝 政 

委員 矢 田 松 夫   
 

【欠席委員】なし 

【委員外出席議員等】なし 

【執行部出席者】 

建設部長 井 上 岳 宏 建設部次長兼下水道課長 中 村 景 二 

都市計画課長 熊 川   整 都市計画課課長補佐兼都市計画係長  立 野 健一郎 

下水道課技監兼小野田水処理センター技監兼山陽水処理センター技監  小 路 弘 史 下水道課主査兼計画係長 藤 本 英 樹 

下水道課管理係長 原 田 尚 枝 下水道課計画係長 佐久間 庸 次 

下水道課計画係主任 藤 岡 浩 史 下水道課維持係主任 勝 根   郷 

財政課長 別 府 隆 行 財政課主幹 林   善 行 

財政係長 久 保 弘 明   
 

【事務局出席者】 

局長 石 田   隆 議事係書記 末 岡 直 樹 
 

【審査内容】 

１ 承認第７号 令和７年度山陽小野田市下水道事業会計補正予算（第１回） 

 に関する専決処分について 

 

午後２時２５分 開会 

 

恒松恵子委員長 それでは、ただいまから産業建設常任委員会を開会いたしま

す。本日の審査日程につきましては、お手元に配付しておりますとおり
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進めてまいります。承認第７号令和７年度山陽小野田市下水道事業会計

補正予算（第１回）に関する専決処分についての審査を行います。執行

部の説明を求めます。 

 

中村建設部次長兼下水道課長 それでは、承認第７号令和７年度山陽小野田市

下水道事業会計補正予算（第１回）に関する専決処分について御説明い

たします。このたびの補正予算に関する専決処分は、今年８月に港町で

下水道圧送管の破損が発生したことによるものです。お盆期間中であっ

たため、業者や部材の手配に時間を要し、復旧完了までは竜王汚水中継

ポンプ場からの圧送を行うことができず、市民生活や公共衛生環境への

影響を最大限抑える必要があることから、復旧完了まで汚水吸引車を手

配し、関係路線のマンホールから汚水を吸い上げ、小野田水処理センタ

ーまでの陸上輸送を復旧作業と並行して行いました。このたび、全ての

経費が確定し、早急に支払いを行うため、地方自治法第１７９条第１項

の規定に基づき令和７年１０月３日に専決処分を行いましたので、地方

自治法第１７９条第３項の規定により、これを報告し承認を求めるもの

です。それでは、このたびの補正予算について、補正予算書に沿って御

説明いたします。まず、明細から御説明しますので１０ページをお開き

ください。それでは、下段の支出について、管渠費の手数料は、１，７

３９万２，０００円の増額となります。先ほども御説明いたしましたと

おり、圧送管が破損しまして汚水の圧送ができませんでした。竜王汚水

中継ポンプ場には約６，０００世帯の汚水の流入があり、汚水が流せな

いことで市民の皆様の生活に支障が出ないようにするために、お盆期間

中で対応できる会社を手配するのになかなか手間取りましたが、５社か

ら汚水吸引車を多数手配し、マンホールから汚水を吸い上げ、小野田水

処理センターまで汚水の運搬を行ったものです。次に、管渠費の賃借料

は、２８万９，０００円の増額となります。これは敷き鉄板や道路の片

側通行による信号器等の機器の賃料としてかかった費用になります。次

に、支出費目、管渠費・修繕費は、１，２２９万８，０００円の増額と

なります。これは破損した２か所の管渠の修繕にかかった費用で、２社
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合計の金額です。最後に、ポンプ場費の修繕費は、２８万６，０００円

の増額となります。これは２４時間体制で竜王汚水中継ポンプ場の汚水

をくみ取る時の騒音対策としまして防音修繕をしたものです。続きまし

て、上段の収入について御説明いたします。収入は、他会計負担金とし

まして一般会計負担金が３，０２６万５，０００円の増額となります。

それでは、１ページをお開きください。第２条の収益的収入及び支出の

補正について説明いたします。先ほど説明しましたとおり、収入につい

ては、１款下水道事業収益、２項営業外収益を３，０２６万５，０００

円増額し、１２億２，１０９万３，０００円とします。支出については、

１款下水道事業費用、１項営業費用を３，０２６万５，０００円増額し

て、１８億９９１万円にするものです。なお、補正予算書のその他のペ

ージにつきましては、今回の補正予算を反映させた財務諸表等を掲載し

ておりますので、御確認いただければと思います。以上がこのたびの専

決処分に係る説明となります。御審査のほどよろしくお願いいたします。 

 

恒松恵子委員長 それでは、執行部の説明が終わりましたので、委員の質疑を

求めます。 

 

中村博行委員 漏水が発覚してから処置を開始されるまでにどのぐらいの時間

を要しましたか。 

 

佐久間下水道課計画係長 漏水発覚後、作業に着手をしたという意味では、即

日着手をしております。発覚した当日のお昼前にはもう試掘の掘削を開

始している状況でございます。 

 

中村博行委員 お盆時期ということで業者を見つけるのも大変だったかと思い

ます。その分、費用もかなり通常より割増しになったのではないかと。

３，０００万円ぐらいの予算になってますけど、通常より大体どのぐら

いの割合で高くなったかは、どういうふうに試算されていますか。 
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佐久間下水道課計画係長 設計費との比較で正確な数字は持ち合わせておらず、

感覚的な数字で申し訳ございませんが、１．１から１．２倍ほど、いつ

もよりは高額になっていると思います。 

 

中村博行委員 割高になるというのは想定できるわけですけども、懸念される

のは、この原因がどうであったのかです。どういうふうに捉えておられ

ますか。 

 

中村建設部次長兼下水道課長 今回の復旧後に、管材メーカーとヒアリングを

実施しました。解析したわけではありませんので、はっきり特定はでき

ておりませんが、ちょうど破損した場所が硫化水素により破損しやすい

場所ということを特定できましたので、硫化水素が原因ではないかと考

えております。 

 

中村博行委員 そうすると、そういう硫化水素が発生する可能性のある箇所は

現状どれぐらいあると想定されてますか。 

 

勝根下水道課維持係主任 今回と同じように、鋳鉄管で施工している圧送管は、

１３路線、およそ１０キロメートル程度ありまして、そのうち今回と同

様３０年以上経過する圧送管は５路線の０．６キロメートルございます。

ちなみに今回の南部１号圧送幹線は１．７キロメートルとなっておりま

す。そのうちの腐食がしやすいところというのは、これから机上スクリ

ーニング調査を実施させていただいて、あらかた、腐食の発生率が高そ

うな場所が分かるとメーカーからも伺っておりますので、今後は詳細な

調査を実施して、腐食しやすい箇所を特定していきたいと考えておりま

す。 

 

中村博行委員 八潮市の大きな事故がありましたよね。あれは、管の径が相当

大きかったと思うんですけど、市内で一番大きい管の径はどのぐらいで

すか。 



 5 

 

勝根下水道課維持係主任 当市の下水道環境で最も大きいものは、１．８メー

トルとなっております。 

 

中村博行委員 １．８メートルとなると結構大きいですよね。それの今後そう

いう危険が見込まれているところがあるのか。あれば何か所ぐらいあり

ますか。 

 

勝根下水道課維持係主任 １．８メートルの管自体は、当市の中ではそれほど

長くあるわけではございません。大きい管につきましては、やはり御心

配のとおり八潮市のような大きな陥没が起きないとも限りませんので、

今後、詳細なカメラ調査とか、管内調査とかを実施していきたいと考え

ております。 

 

中村博行委員 今後、やはり長期的な見地に立って見ていかないといけないと

思うんですけども、今までどちらかというと下水道の部分では、ちょっ

と考えが甘いかなというのがありました。こういう事実に基づいて、今

後、やはりアセットマネジメントといったことも必要ではないかと思い

ます。そういったことはこれを機に計画されるかと思うんですけど、い

かがですか。 

 

中村建設部次長兼下水道課長 今までも調査をしまして、下水の管の腐食がな

いか、定期的に行っていたところです。今までの調査では大規模に改修

しなければならないという結果は出てはおりませんが、これからも引き

続き調査を進めて、大規模な腐食にならないように早めに手当てして、

管更生等を進めていきたいと考えております。 

 

福田勝政委員 原因が分かっていますよね。過去にそういうことがあったんで

すか。 
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中村建設部次長兼下水道課長 今まで、鋳鉄管が破損したことはありませんで

したので、我々もその辺が分かっていなかったという面があります。こ

のたびこういう事故がありましたし、特にこの路線は１．７キロメート

ルぐらいございますので、その中で悪いところを特に特定しまして、早

めに管更生等を進めていきたいと考えております。 

 

井上建設部長 鋳鉄管については、中村が申したとおりです。ヒューム管、鉄

筋コンクリート管については、平成２０年代に内側のコンクリートが硫

化水素と水と反応してできる、いわゆる硫酸によって、コンクリートが

溶けて鉄筋がむき出しになっているという例があり、中をライニングと

いうか補修をしたという例はあります。もう今から１５年ぐらい前から

は、悪いところを見つけたらヒューム管であるとか、マンホールの中の

管更生は少しずつ悪いところは対処しております。 

 

中島好人副委員長 議案説明の１０ページ。要するに修繕費は２か所の合計費

用だということです。ここに図面の資料がありますので、この資料図面

と併せて、工事費との関連した説明をもう少ししてもらったらと思いま

す。 

 

恒松恵子委員長 では、資料の説明をお願いします。 

 

佐久間下水道課計画係長 配付させていただいている汚水圧送管破損概要図を

御覧ください。この概要図の左上にございます小野田水処理センターで、

破損による漏水が発覚しております。写真に掲載してありますとおり、

漏水状況と圧送管の仮復旧状況でございます。こちらの小野田水処理セ

ンター側の修繕に具体的な金額で申しますと、１，００９万８，０００

円かかっております。そして、同じく概要図の右側中段では、港町の同

じく写真で漏水状況、圧送管の復旧状況を掲載しております。こちらに

残り分の２２０万円修繕費にかかっております。説明は以上でございま

す。 
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矢田松夫委員 先ほどの１０ページの関係で、輸送料は回数で計算しましたか、

それとも、立米で計算しましたか。そういう基準があるのかどうなのか。

この金額になった理由を教えてください。 

 

藤本下水道課主査兼計画係長 輸送費についてなんですけれど、単価契約をし

ておりまして、その金額で計算しています。 

 

矢田松夫委員 その単価の計算方法を質問したんだけど、その辺ちょっと詳し

く説明できますか。 

 

藤本下水道課主査兼計画係長 単価の決め方なんですけれども、まず回数で計

算しています。平日の昼間、平日の夜間、もしくは休日の昼間、それぞ

れのパターンで１回につき幾らというふうに人の動く数とかを算出した

ものとなっております。 

 

矢田松夫委員 何立米ということではなく、回数でやったという理解でいいん

ですかね。 

 

藤本下水道課主査兼計画係長 おっしゃるとおりでございます。 

 

中島好人副委員長 先ほど５社と言われましたが、この５社の各社の手数料は

やっぱり回数でいうと、所有するバキュームカーの車種によっては違っ

てきたということですね。平均的な金額は出せなくて、それぞれ、ばら

ばらであったという理解でいいんですかね。一番高いところが何回ぐら

いですか。 

 

勝根下水道課維持係主任 およそ４５回となっております。 

 

恒松恵子委員長 そのほか質疑はございませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）
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それでは質疑がないようですので、以上で質疑を終わります。これより

討論を行います。討論はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）それ

では討論なしと認めます。これより承認第７号令和７年度山陽小野田市

下水道事業会計補正予算（第１回）について採決いたします。本件に賛

成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

恒松恵子委員長 全員賛成により、本件は承認すべきものと決しました。それ

では、以上で産業建設常任委員会を散会いたします。お疲れさまでした。 

 

午後２時５０分 散会 

 

令和７年（2025 年）１１月４日 

              

  産業建設常任委員長  恒 松 恵 子   


